
4つの方向性（シナリオ）

A. 快適性優先  

【目指す姿】

幹線道路から生活道路まで高い水準の除

排雪を行い、車も人もストレスなく、冬でも

円滑でスムーズな移動環境を目指します。

【課題】

担い手の更なる確保や多額の財源が必

要となり、他の市民サービス（福祉・教育

など）に影響する可能性があります。

この未来を選ぶということ

雪の不便さを「仕方ない」と諦めるのではなく、必要なコストを社会全体で負担してでも、

冬の快適な暮らしと経済活動を守り抜く選択です。

冬の移動の快適性を優先し、冬でもスムーズな移動を目指します。

はじめの一歩

「費用を負担してでも、
快適に過ごすことが大
事！」という考え方が市
民に広まる。

【目指す姿までのロードマップ（イメージ）】

効果を実感

新たな負担が開始さ
れ、家の周りの道がキ
レイになり、変化を実
感。

実現

コストを負担すること
で、冬でもストレスのな
い移動を実現すること

が当たり前に。



4つの方向性（シナリオ）

B. 地域で支えあう  

この未来を選ぶということ

地域住民の負担が増えるかもしれません。でもその分、隣人の顔が見え、いざという時

に支えあえる関係が育っていく。そんな社会を選ぶということです。

【目指す姿】

市と地域が協働する仕組みを整備。公園

の雪置場活用や、除雪機の貸出・共同利

用などを通じて地域を支援することを目指

します。

【課題】

地域の担い手や協力体制によって除雪

の質やスピードに差が出ることや、これ

まで以上に地域の取組が必要になりま

す。

地域の力で細やかな除排雪を行い、行政は活動を支援します。

【目指す姿までのロードマップ（イメージ）】

はじめの一歩

「市が手伝ってくれるな
ら、うちの地域でもやっ
てみよう！」と協力の輪
が生まれる。

効果を実感

「自分たちのペースで家
の周りがキレイにできる
のはいいね！」と手応
えは感じられる。

実現

地域も協働して雪をキ
レイにするのが当たり
前になり、ご近所づきあ
いもより活発に。



4つの方向性（シナリオ）

C. 技術に投資する

 

この未来を選ぶということ

目先の快適さを求めるのではなく、私たちが少し不便を受け入れることで、子どもや孫

の世代も安心して冬を暮らせる街を残すという選択です。

【目指す姿】

将来の技術へ投資しながら、現在の作業

も可能な限り効率化、限られた担い手で質

の維持を目指します。

【課題】

自動化などの実現時期は不透明で、機

械の導入・維持・更新に費用がかかるた

め財政負担の軽減は難しい可能性があ

ります。

将来の担い手不足に備え、自動化などの技術に重点的に投資します。

【目指す姿までのロードマップ（イメージ）】

はじめの一歩

まずは今の除雪ルート
をデータで賢く見直すな
ど、身近な IT化からス
タート。

効果を実感

除雪が効率的に進めら
れていることが見える
化され、自動化の実証
実験も進む。

実現

人手が足りない場合の
除雪は「安全を確保しな
がら、自動運転で」が定
着する。



4つの方向性（シナリオ）

D. 行動・意識を変える

 

この未来を選ぶということ

天候に合わせて働き方や学び方を変えるしなやかさを持つことで、結果的に社会全体

の安全と安定を守る。雪国ならではの暮らし方を選ぶ、ということです。

社会的なルール作り
の推進

大雪時に無理なく過ご
すための、社会の仕組
みづくりを進めます。

【目指す姿までのロードマップ（イメージ）】 柔軟な暮らし方の社
会への浸透

天候に合わせた働き方
や暮らし方が浸透しま

す。

新たな冬の文化の定
着

「大雪の日は無理しな
い」冬の社会が実現し

ます。

【目指す姿】

天候や路面の状況に応じたテレワークや

時差出勤、オンライン授業など、雪国らし

い新たな働き方・暮らし方の定着を目指し

ます。

【課題】

「いつも通り」に活動できない日があると

いう生活や経済活動への制約や、在宅

が困難な事情のある方々への配慮も求

められます。

天候や積雪状況に応じた生活スタイルや意識を社会に定着させます。

はじめの一歩

「大雪予報の日はリ
モート推奨」など、でき
る範囲で導入がスター
ト。

効果を実感

大雪の朝、焦って家を
出る人が減り、まち全体
がゆったりとした朝を迎
えられるように。

実現

天気に応じて働き方や
学び方が選べる、新た
な冬のライフスタイルが
実現。


